
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
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第
六
十
四
号 

平
成
二
七
年
十
二
月
一
日
発
行    

    
●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●●    

 

寒
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か
げ
に
よ
り
無
事
に
今
年
も
西
光
寺
報
恩
講

法
要
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
回
は
『
正
信
偈
』
の
「「「「
帰
敬
頌

帰
敬
頌

帰
敬
頌

帰
敬
頌(( ((

き
き
ょ
う

き
き
ょ
う

き
き
ょ
う

き
き
ょ
う
じ
ゅ
じ
ゅ
じ
ゅ
じ
ゅ)) ))

」」」」
と
よ
ば
れ
る
最
初
の
二
句
、

『『『『
帰
命
無
量
寿
如
来

帰
命
無
量
寿
如
来

帰
命
無
量
寿
如
来

帰
命
無
量
寿
如
来
』『』『』『
』『
南
無
不
可
思
議
光

南
無
不
可
思
議
光

南
無
不
可
思
議
光

南
無
不
可
思
議
光
』』』』
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
二
句
は
親
鸞
聖
人
が
ご
自
分
の
信
心
を
お
述
べ
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

「
無
量
寿
、
不
可
思
議
光
の
阿
弥
陀
如
来
に
、
南
無
し
、
帰
命
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
、

親
鸞
聖
人
の
信
心
の
表
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
正
信
偈
全
体
を
総
括
さ
れ
た
お
言
葉
で

あ
り
ま
す
。 

・
無
量
寿
如
来
・
・
・
・
は
か
り
な
き
い
の
ち
の
如
来 

・
不
可
思
議
光
如
来
・
・
思
い
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
明
の
如
来 

「
私
は
、
無
量
寿
、
不
可
思
議
光
の
阿
弥
陀
如
来
に
南
無
し
、
帰
命
し
て
、
こ
の
正
信

偈
を
書
き
ま
す
か
ら
、
み
な
さ
ん
も
、
ど
う
か
、
正
信
偈
を
ご
縁
と
し
て
、
阿
弥
陀
如

来
の
本
願
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
、
親
鸞
聖
人
の
ね
が
い
が
こ
も
っ
て
い
る

の
で
す
。 

「
南
無
」
と
は
古
代
イ
ン
ド
の
言
葉
で
す
。
こ
れ
を
中
国
の
言
葉
、
漢
文
に
訳
し
た
の

が
「
帰
命
」
で
す
。
い
ず
れ
も
、
「
阿
弥
陀
如
来
の
お
お
せ
に
し
た
が
う
」
と
い
う
意

味
で
、
単
な
る
尊
敬
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
も
、
お
た
す
け
く
だ
さ
い
と
い
う

お
願
い
を
す
る
言
葉
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
私
と
一
緒
に
い
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来
に
、
す
べ
て
を

お
ま
か
せ
し
ま
す
」
と
い
う
絶
対
随
順
の
心
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
重
要
な
二
句
に
な
り

ま
す
。 

 

次
回
か
ら
は
全
体
を
把
握
す
る
た
め
に
、
依
経
段
・
依
釈
段
共
に
現
代
語
訳
を
通
し

て
、
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                       

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆ 

①
十
一
月
十
五
日
（
日
）
西
光
寺
本
堂
に
て
吉
川
家
初
参
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

ご
家
族
で
命
の
繋
が
り
に
感
謝
し
、
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
◆◆◆◆
十
二
十
二
十
二
十
二
・・・・
一一一一
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

    

・・・・
十
二
月

十
二
月

十
二
月

十
二
月    

三
十
一
日

三
十
一
日

三
十
一
日

三
十
一
日
（（（（
木木木木
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

除
夜
除
夜
除
夜
除
夜
のののの
鐘鐘鐘鐘    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
十
一
時
五
十
分

午
後
十
一
時
五
十
分

午
後
十
一
時
五
十
分

午
後
十
一
時
五
十
分
よ
り
よ
り
よ
り
よ
り    

        

・・・・
一一一一    

月月月月 
 

 
 

 
 

 
 

一一一一    

日日日日
（（（（
金金金金
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

元
旦
会

元
旦
会

元
旦
会

元
旦
会 

 
 
 

 
 

 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時
～～～～ 
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堂
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堂

西
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堂

西
光
寺
本
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正
信
偈

正
信
偈

正
信
偈

正
信
偈
の
お
の
お
の
お
の
お
勤勤勤勤
めめめめ    

 

 



 
②
十
一
月
十
七
日
（
火
）
茨
木
東
組
門
徒
総
代
会
研
修
日
帰
り
旅
行
を
総
代
さ
ん

お
二
人
と
共
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
茨
木
東
組
十
八
ヵ
寺
の
お
寺
さ
ん
・
総
代

さ
ん
二
十
八
名
で
奈
良
県
立
興
寺
・
興
福
寺
を
巡
る
計
画
で
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
（
興
福
寺
拝
観
は
雨
で
中
止
、
奈
良
国
立
博
物
館
見
学
。
） 

 

立
興
寺
は
、
今
か
ら
七
二
〇
年
あ
ま
り
前
に
親
鸞
聖
人
面
授
の
門
弟
「
唯
円
大

徳
」
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
唯
円
大
徳
は
、
親
鸞
聖
人
没
後
、
聖
人
の
み

教
え
に
間
違
っ
た
信
心
が
は
び
こ
る
の
を
嘆
か
れ
て
、『
歎
異
抄
』
と
い
う
書
物
を

著
わ
さ
れ
ま
し
た
。『
歎
異
抄
』
は
短
い
文
章
で
あ
り
ま
す
が
、
聖
人
の
生
前
に
述

べ
ら
れ
た
貴
重
な
言
葉
を
記
録
し
、
そ
の
信
心
の
真
髄
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
本
堂
裏
の
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
唯
円
大
徳
墓
所
に
も
お
参
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
浄
土
真
宗
の
歴
史
の
深
さ
に
ふ
れ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 

立
興
寺
前
住
職
に
よ
る
お
話
を
皆
さ
ん
で
聴
聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。〈
左

写
真
上
〉 

 

立
興
寺
左
余
間
に
安
置
さ
れ
て
い
る
唯
円
大
徳
座
像
。
〈
左 

写
真
下
〉 

 

 
 

 
 

③
十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）
西
光
寺
本
堂
に
て
報
恩
講
法
要
を
厳
修
致
し
ま

し
た
。
茨
木
東
組
の
近
隣
の
お
寺
さ
ん
と
共
に
、
二
時
～
奉
讃
大
師
作
法
、
七
時

～
正
信
偈
の
お
勤
め
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
・
夜
共
に
多
く
の
ご
門
徒

の
皆
さ
ま
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
本
願
寺
派
布
教
使
の
和
氣
さ
ん
に
来
て
頂
き
、
御
絵
伝

の
説
明
を
ス
ラ
イ
ド
で
詳
し
く
お
話
し
て
頂
き
大
変
解
り
易
か
っ
た
と
い
う
お
声

を
ご
門
徒
の
方
々
よ
り
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
総
代
さ
ん
は
じ
め
役
員
の
方
々
、
前
日
の
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
仏
教
婦
人
会
の
皆
様
、
ご
法

中
の
方
々
の
接
待
か
ら
、
お
ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 
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白
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